
１．はじめに

　本稿は，再履修者向けの全学共通初年次科目（以下「初年次教育科目」）に対する取り組みについての報
告である。
　日本大学芸術学部では，2021 年度まで必修科目として，初年次教育科目を開講していた。しかし，2022
年度よりカリキュラム編成の見直しに伴い，履修形態が選択科目に変更となった。そのため，2021 年度以
前入学者のうち，単位未修得者を対象とした初年次教育科目を新たに開講するに至った。2021 年度の初年
次教育科目では，専門の 8学科の担当教員が各々の専門分野から設定されたテーマに基づいて，オンライン
上で 6－ 7名程度のグループを作成し，ディスカッションを行う授業方法を採用していた。したがって，学
生には積極的な講義への参加が求められていた。しかし，新たに開講した初年次教育科目の主な受講者は，
前年度までに，単位を習得できなかった学生である。そのため，従来と同様の講義テーマ・授業の方法で
は，学生の意欲的な参加が難しいと考えられた。そこで，より学生が興味をもって講義に参加できるような
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In this paper we report the practice of a fi rst-year course for repeating students. Since the course was 
designed specifically for repeaters, we considered that we could not expect students’ regular attendance 
or active participation if we repeated the same topics and lecture style of the previous academic year. 
Therefore, the teachers examined themes and class style so that we could maintain students’ attendance 
and participation. Themes for each class were selected from topical news and topics of interest to students.

According to the questionnaire, the overall evaluation of the course was positive, with 64% of the 
students saying the course was good and 32% saying fair to good. Overall the theme selection received a 
positive evaluation. In particular, students gave the highest evaluation to the class on manga. We consider 
it is because the theme was based on a topic that is familiar to students so they could develop a logical and 
academic discussion of it.
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テーマ選定と授業の方法について検討を行った。
　初年次教育に関する報告・論文は枚挙にいとまがないが，その中でも再履修者に着目した報告は数が少な
い状況である（例えば南 2014。情報教育に関する報告としては笠見 2008，小川・新井 2011 などが挙げられ
る）。本報告は，再履修者向けの初年次教育科目に関する講義実践例を示すことで，今後の初年次教育科目
における授業改善に寄与することを目的とする。
　以下，まず，本講義の概要及び講義準備に関して着目した点について述べる。次に，本講義を受講した学
生へのアンケート調査の分析結果を示す。

２．再履修者を対象とした初年次教育科目について

２. １．講義の概要
　本稿で対象としている講義は，2022 年 5 月 21 日～ 7 月 9 日までの土曜日，1・2 時限（9：00 ～ 12：10）
に開講した「自主創造の基礎 1」（以下「本講義」）である。全 15 回の授業は，全て Zoomを用いたオンラ
イン講義で行った。基本的な講義のタイムスケジュールは，図 1である。なお，テーマの内容によっては，
個人ワークの時間を調整した。
　従前の初年次教育科目は，学生同士が積極的に発言をすることを前提とした講義がなされていたが，本講
義で対象とする学生は必ずしも人前で話すことが得意ではない可能性があると考えた。そこで，本講義の進
行としては，基本的に教員が司会役を務め，テーマに関する発言を学生に求めた。この発言は，Zoom上で
の声を出した発言のみに限定するのではなく，チャットや Google フォームなどを活用することで，コミュ
ニケーションが苦手な学生にも配慮をした。そして，テーマに対する学生からの意見を収集した後，その意

図 1　基本的な講義タイムスケジュール
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見に対して，教員が新たな情報を付加して説明し，議論を深めるように進行した。

２. ２．講義テーマの設定
　各回の講義テーマについても再履修者向けという点を考慮し，より議論に参加しやすい環境となるよう，
検討を行った。従前の初年次教育科目では，芸術学部の各学科に関連する講義テーマを設定した。しかしな
がら，文学，映画，写真など多岐にわたるテーマ設定であったため，結果として，範囲が広汎になってしま
い，一部の学生にとっては必ずしも取り組みやすいテーマとは言えなかったと考えられる。
　以上を踏まえて，新たに講義テーマを検討するにあたっては，芸術分野に限定せず，話題性のある内容や
学生が身近に感じられるように設定した。これにより，学生が授業に対して興味を持ち，より積極的に講義
に参加できると考えた。各回の講義テーマは表１に示したとおりである。
　また，講義で使用する教材やソフトについては，受講者数が少なく，操作に対して教員のサポートが可能
であることから，動画の視聴や Google のマイマップなど，Zoomに付随される機能だけでなく，各テーマ
において必要となる教材を，適宜使用した。

３．アンケート実施及び概要

３. １．初回講義時のアンケートについて
　初回の講義の際，昨年度の講義に関するアンケート調査を行った。また，8回目の講義において，本講義
に関する授業アンケートを実施した。図 2が昨年度の講義に関するアンケートの結果である。出席状況に
ついては，“全て出席した” 9％である一方，“全く出席していない” 72%であり，ほとんどの学生が欠席過多
によって，単位を取得できなかった状況が確認できる。また，“自主創造の基礎 1を学ぶ理由の理解度” に
関する質問では，“よく理解できた” 16%，“全く理解できなかった” 69%であったことから，初年次教育科
目を受講する意義に対する理解が低いことも，出席率に影響を与えたと考えられる。講義に対する興味や関
心については，“そう思う” 16%，“どちらかといえばそう思う” 3%であり，“あまりそう思わない” 3%，“そ

表 1　各回の講義テーマ
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うは思わない” 41%であり，前年度の講義に対する興味が持てなかったことが一因と考えられる。
　以上より，再履修に至った理由としては，当初より授業に対する興味・関心が低く，そのことが授業参加
度に影響したためと推察される。

３. ２．講義後アンケートの結果
　講義最終回に，各回の講義テーマに関する評価アンケートを行った。その結果が，図 3である。
講義に関して総合評価としては，“良かった” 64%，“まあまあ良かった” 32％であった。また，“内容は興味
や関心が持てるものでしたか” の質問に対しては，“そう思う” 48％，“どちらかといえばそう思う” 44%で
あった。全体的な評価として，今回の講義内容は肯定的評価を得ることができたと考えられる。しかし，本
講座の時間割登録者数は 51 名である一方で，最終日のアンケートの回答者は 25 名となっており，最終回の
出席者は約 50%である。再履修者ということを考え，講義開始前から，講義参加に関する呼びかけなどを
行ったが，全く講義に出席しなかった学生も 8名存在している。よって，講義に関する改善だけでなく，開
講以前の段階で，何らかの準備や学生に対する働きかけが必要だと考えられる。
　ただし，各回のテーマについては，全体的に見ると，学生にとって興味ある設定がなされたものと思われ

図 2　昨年度の講義に関するアンケート調査
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る。各回の比較では，第 6回のテーマが最も評価が高く，“興味が持てた” “少し持てた” を合わせた肯定的
評価が 21 名，次いで，2回目と 5回目のテーマの評価が高く，各 18 名であった。評価が最も高かった，第
6回目のテーマは，漫画のストーリーを題材にして，主人公の行動などを，実際の法令に照らし合わせたと
きの正当性や「正義」の語について議論したものである。法的問題や「正義」という漠然とした観念につい
て考えるという難しいテーマであると考えられるが，漫画と関連させることで，興味あるテーマとして考え
ることがしやすかったと推察される。次に評価の高かった第 2回目は，「推し」という言葉を，論理的に考え，
単なる「好き」と何が違うのかなどを議論したものであり，第 6回目は，東日本大震災後の岩手県大槌町の
状況調査動画を提示し，震災に対する考え方を議論したものである。一見，内容が大きく異なるようなもの
であるが，いずれも，学生にとって身近な話題を，論理的，学術的に捉えて，テーマとしたことが，良い評
価を得られたと思われる。
　一方，今回設定した中で相対的に評価が低かったのは，3回目の “「人への伝え方」─論点整理（主に裁判
の視点から）” である。講義としては，他のものと同様の資料を用いて実施したが，実際の判例などの解説
を行うなど，専門用語が多く，やや取り扱う内容としては難解であったと推察される。この点については，
評価の高かったテーマのように，判例についても，芸術学部の学生にとって身近な事案と関連付けたものを
とりあげ，その事案に対する議論展開をするなどの改善が必要であると考える。
　全体としては，どの回も評価が高かったことから，学生の関心に沿ったテーマ設定という点では，昨年度
に比べて，改善されたと思われる。
　講義についての感想などに関する自由回答の結果が，表 2及び表 3である。自由回答については，形態
素解析により，出現頻度が高い単語の集計を行った。
　抽出した品詞は，名詞，動詞，形容詞である。その中から，出現頻度が比較的高いものについて集計した。
集計結果をみると，“テーマ，講義，講義，先生，内容，楽しかった，よかった” などの出現頻度が高かっ
た。また，実際のデータを確認すると，No.3 や 12 など，肯定的な意見を複数確認できることから，興味を

図 3　本年度の講義に関するアンケート調査
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もって講義をうけることができた学生が多数に上ったと考えられる。一方で，“いまいち，難しい” など否
定的なコメントや，No.16 や 21 など，必ずしも積極的に講義に参加できていない学生も存在していた。特
に，今回は，再履修者ということを考慮し，教員が受講者からのコメントを取りまとめる形で，ディスカ
ッション形式の講義を行っていたが，学生同士の意見交換が必要であるというNo.18 の意見がある一方で，
No.14 学生のみのグループワークがなかったことを肯定的に捉える意見もあった。ディスカッションのあり
方については，今後，十分な検討が必要であるといえる。授業テーマについてはNo.11 をみると，学生の専
攻に関連しないテーマであっても，より身近なテーマであれば，興味をもって取り組むことが可能であると
思われる。

表 2　自由回答による回答
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４．まとめ

　今回は対象となる受講生が再履修者のため，限定的な結果であるが，アンケート結果をみると，概ね授業
改善ははかられたと思われる。各講義の授業テーマについては，必ずしも学生の専攻分野に配慮する必要は
なく，身近なテーマや話題になっている物事について取り上げる方が，より積極的に参加できるのではない
かと考えられる。ただし，従来採用していたディスカッションによる学生同士の積極的な意見交換を希望す
る学生もいれば，コミュニケーションが苦手であるために，学生のみのグループワークがないことを肯定的
に捉える学生もいる。そのため，授業の進行方法については，人とのかかわり合いが苦手な学生に配慮しつ
つ，初年次教育で重要となる大学での能動的な学びや，大学卒業後も必要となるコミュニケーションスキル
を身につけられるよう，さらなる検討と改善が必要であると考えられる。

表 3　形態素解析による単語抽出
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